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議題（４）令和７年度の社会実験路線について

１．令和７年度の社会実験路線

２．小野原東線（箕面船場阪大前駅経由）の現状と今後について

（１）５月末までの収支率

（２）今後の流れ

◆４月～６月までの収支率により３次評価

◆３次評価において・・・

・収支率が 100％以上の場合、１０月から本格運行へ移行

・収支率が 100％未満の場合、１０月から適正化に向けた経過措置運行へ移行

※３次評価の結果については、８月～９月の間に委員のみなさまへメールにてご報告

いたします。（収支率 100％以上の場合は、上記の通り本格運行へ移行）

路線名 運行内容

小野原東線

（箕面船場阪大前駅経由）

令和７年７月１６日から、２次評価（令和６年４月１日

～１２月３１日の収支率）による見直し後の運行を開始

予定

※３次評価は見直し後に運行する便のみを対象に評価

箕面小野原線 令和７年４月から経過措置運行を実施中

※見直し内容での運行開始は令和７年１０月以降としており、

バス路線の見直し内容によっては経過措置運行を延長する
箕面中央線

（新稲系統）

４月 ５月 合計

118％ 121％ 119％
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